【添付資料１】シジュウカラガンとハクガンの最大個体数の経年変化
シジュウカラガンとハクガンが観察された調査サイトにおいて、各年で最も多く確認された場所と個体数を示したのが下のグラフです。この最大個体数を見ると、各年で最低でもこれだけは日本に飛来していると推定することができます。
最大個体数は、2004/05調査以降年々増加しており、2012/13年の調査ではどちらの種も過去最高の数になっています。
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１地点における最大個体数の経年変化（シジュウカラガン）
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